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抄録 : 本研究は，地理学において多用される現地検証を用いた，防災教育を見つめ直すための一つの試みである。

第一段階として，東日本大震災後に公表された主な防災教育関係の論考を要約し，防災教育に関する講義受講者

の間でその情報共有を図る。第二段階として，多くの論考から学んだことを三陸地域における現地検証で更に具

体化させる。最後に第三段階として，被災地で得た知見を学校教育に活用できるよう「振り返り学習」を通じて

定着させる。

索引語 : 東日本大震災，防災教育，現地検証，振り返り学習，三陸地域

Abstract : This research attempts to examine disaster preventive education by means of field verification which is used

abundantly in geography. First, the many papers about disaster preventive education released after the East Japan Great

Earthquake were summarized individually and shared among our class members. Second, what was learned from the many

papers were substantiated through field verification in the Sanriku Area, Tohoku Region, Japan. Third, some of the knowledge

acquired in the striken area was transmited to the students through the ‘reflective learning’.
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1．本研究の目的と方法

（1）本研究に至る動機と研究目的　戦後未曾有の地震災害（東日本大震災）をもたらした 2011 年 3 月

11 日の東北地方太平洋沖地震は，日本社会だけでなく世界各国において，防災面で多くの警鐘を鳴ら

し幾多の教訓を残した。情報化社会は，いつしか情報社会となって定着し，書店の棚には記録写真集，

報道記事の縮刷版に始まり，ノンフィクション，随筆，防災啓蒙図書，DVD まで，おびただしい量の
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災害・防災関係出版物が並んでいる。

そうした情報洪水とも呼べるような環境の下，われわれは情報を取捨選択し，それを日常生活に活

用していかなければならない。ことに学校教育の現場では，ひとたび災害が起こると，教員が年齢差

や体力差のある児童・生徒をリードすべき局面に突然立たされる。そればかりか，東日本大震災の折

にもあったように，学校が避難所となって，その運営を任されることも珍しくない。

それゆえ，教育を主題とする多くの雑誌が東日本大震災の経験に学び，それを次代の教育に活用す

べく特集を組んだ。しかし，ここでも情報洪水が生じている。つまり，われわれは，何から読み始め

咀嚼していくべきかを即断できない状況に置かれている。そこで本研究では，主要な教育関係雑誌で

組まれた特集の中の論考を独自の方法で整理し，その要点をまとめたうえで地理学的な視点を盛り込

んだ現地検証を行い，そこで得た経験を教育活動に活かしていくという目的を立てた。

より具体的に記すと，大学院の後期集中開講科目である「社会科教育教科内容論Ⅳ（地理分野）」お

よび学部の後期集中開講科目「地理学特講 b」（2012 年度は前期集中開講の「地理学特講」が定員を超

過したため，臨時的措置として大学院科目との共通実施として開講）の事前学習として文献研究を実

施し，現地検証として三陸地域におけるエクスカーション，さらに事後学習を行い，上記目的の具現

化を図った。受講登録者数は，学部学生が 3 名（男子 1 名，女子 2 名），非単位参加の学部学生が男子

1 名，大学院学生が 4 名（男子 1 名，女子 3 名）であった。

（2）研究方法　本研究は上述した 3 つのステップから構成される。改めて整理すると，①文献の収集・

読解・整理と情報共有（事前学習），②得られた情報に基づく現地検証，③現地検証後の「振り返り学

習」（事後学習）による知識の定着，以上の 3 ステップである。

これらのうち，②の現地検証については，とりわけ広範囲を移動するため，効率的な現地学習が可

能なように筆者が 2 回にわたって予備調査を実施した。第 1 回目が 2012 年 3 月の宮古市（田老地区・

中心市街地・津軽石地区・重茂地区），山田町・大槌町・釜石市それぞれの中心市街地，2012 年 5 月の

陸前高田市・気仙沼市・南三陸町それぞれの中心市街地，および石巻市（北上川流域および中心市街

地）である。

2．2012 年発行の教育関係雑誌に掲載された防災教育に関わる論考の傾向と抄録

東日本大震災を契機として，論文，座談会記録，そして意見公表まで様々なスタイルで防災教育を

めぐる論考が著された。そこで効率的に作業を進めるため，国立国会図書館の検索システムである

NDL-OPAC を活用し，「防災教育」のキーワードで抽出される論文群を渉猟した。その際，個別の専門

分野の論考を多く扱うと枝葉末節に入り込んでしまう危惧があったため，第一段階として 2012 年に刊

行された初等教育から中等教育までの学校教育に関わる雑誌に絞った。対象となった雑誌と巻号を誌

名 50 音順に配列すると，教育委員会月報 752 号および同 756 号，教育展望 58 巻 2 号および同 58 巻 8

号，高校教育 45 巻 2 号，初等教育資料 891 号，総合教育技術 67 巻 9 号，中等教育資料 917 号，以上

の 6 誌 8 冊である。

さらに第二段階として防災教育の特集に組み込まれている論考に限定した（特集に組み込まれてい

ない個別的な論考は割愛した）。かなり荒っぽいやり方ではあるが，こうした方法をとっても 49 編の

論考が得られた。ここまでは筆者による作業であるが，手作業であるため当然ながら全く見落としが
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無いとは断言できない。看過した論考があれば，それは筆者（香川）の責任であり，受講生の責任で

はない。

文献収集から情報共有に至るまでは，大学院と学部の共同実施科目であったため，なかなか全員が

出席できる事前学習の日程調整が困難であった。そこで対象論文のコピーを研究室前の特設 BOX で保

管し，先着順で 6 ～ 7 本の論文を受講生に読ませ，各論文について 5 つ程度のキーワード，181 字以上

200 字以内の要約を書かせた。そして，このような成果が一定数蓄積されるのを見計らって，記録ファ

イルを更新し，そのファイルを受講生に送信するとともに，筆者の研究室掲示板でもプリントアウト

版を同時進行的に随時更新した。

要約を作成させる作業において，最小字数と最大字数を 400 字詰原稿用紙の 1 行に相当する範囲で

厳しく制限したのは，徹底して推敲の習慣をつけさせることに加え，完成した要約を随時更新する際

の効率を重視したためである。この方法は，短い文章での要約であることから，他の受講生が書いた

要約に目を通しやすいという狙いもある。

ただ，大半の受講生はこうした制約の多い作業に慣れていないため，そのテンプレートとしても使

えるように，筆者が地理学関係雑誌に掲載された防災に関わる論文の要約をつくり（表 1），これを掲

示するとともに受講生各自にメール添付で送信した。また，筆者が現地検証に向けて予備調査の際に

購入した書籍（河北新報社 2012，社団法人東北建設協会 2012，タウン情報社 2012）1）や DVD（岩手

放送 2012）を掲示板とメールで紹介した。この DVD は，主に津波来襲時の映像を扱ったものである

が，被災前の市街地の映像も多く収められたもので，現地検証の際に新旧比較を通じた教育効果を期

待できることから選定した2）。これを持ち回りで年末年始に視聴させ，A4 版で 1 枚のレポートに感想

をまとめるよう促し，その内容を評価して成績に反映した。

受講生が作成した要約は，一部に読み難い箇所や誤字・脱字もあったため，それらを筆者が整えて

著者 50 音順に並べたものが表 2 である。なお，表 1 と表 2 に列挙した論考については，情報の重複を

避けるため，文末の「参考文献」欄には記載していない。
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受講生が作成した要約を通読すれば，視点や価値観による多少の相違はあるものの，おおむね主張

されている内容に共通性があることを見出せる。それは次の 5 点にまとめられる。

①正しいハザードマップの作成とその内容の理解の徹底

②最悪の事態を想定した教員に対する防災教育の徹底（適切な判断のもとリーダーシップがとれる教

員の育成）

③分かりやすく簡単で忘れにくい防災マニュアルの作成

④パターン化しない臨場感のある避難訓練の励行

⑤平時からの学校と地域の連携強化や相互扶助

総数 49 編に及ぶ論考の共通性に着目すると，これまでも当然と考えられていたような事柄が並ぶ。

しかし，判断ミスで大きな被害を受けた例も残念ながら散見されるだけに，基礎に立ち返って既存の

防災教育における問題点を洗い出すことから始め，問題点が見つかればそれを改め「想定外は禁句，想

定外を想定する」という方向性を基軸に据えた防災マニュアルの作成が強く希求される。

3．現地検証とそこで得られたもの

現地検証は，2013 年 2 月 13 日に JR 仙台駅で集合し，一ノ関から中尊寺に立ち寄ってから日暮れ前

に宮古に入った。JR 宮古駅では宮古市役所の鈴木清次郎氏，同氏の大学時代の朋友で元・岩手県高校

教諭の岩脇 晶氏の出迎えを受け，自家用車で市内の宿舎へ直行し，投宿と荷解きの後に鈴木氏から宮

古市の被災状況と防災対策についてのレクチャー，翌日の行動予定についての説明を受けた。投宿先

のホテルも 2 階まで津波被害を受けた施設で，従業員からも震災当日の様子を聴き取ることができた。

このホテルでは，震災後に営業再開してから，復興事業に携わる人たちの滞在が絶えないこと，津波

注意報・警報の発令時には宿泊客を 3 階の大広間に集めるようにしたことなど，復興事業と防災対策

の一端を学べた。この日の夜は親睦を兼ねて鈴木・岩脇両氏を交えて会食し，三陸地域の地理的特徴

への理解を深めた。

翌朝は，鈴木・岩脇両氏の自家用車で宮古駅に向かい，復興のシンボルの一つになっている三陸鉄

道北リアス線で田老まで移動した。これは地形的な制約から大部分がトンネルになっている三陸鉄道

を体験すると同時に，運賃収入で経済的に貢献すること，津波被害を受けた田老駅を間近に観察する

ことも目的に含めた行動である。宮古市による津波災害地図によって，三陸鉄道の田老駅付近の築堤

が防潮堤的な役割を果たしたことも分かった。

田老駅で鈴木・岩脇両氏と合流して，津波で破壊された田老の大防潮堤に向い，ここで宮古市田老

総合事務所の中坪清見氏と斎藤清志氏に加わっていただいて，大災害を受けた田老の惨状についての

説明を受けた。なかでも高さ 10 メートルに及ぶ大防潮堤を過信した多数の人びとが犠牲や行方不明に

なったことは，田老の防災計画を抜本的に見直す契機となったとの強調がなされた。これだけの被害

を受けた田老地区ではあるが，児童生徒に犠牲者が極めて少ないことは，学校における避難行動の適

切さを裏付けている。岩手県では，沿岸部の学校に勤務する新任教員に対して，津波襲来を想定し徹

底した初任者研修が施されているとのことである。これは他地域においても早急に見習われるべき研

修といえる。

大防潮堤を後にして田老総合事務所で現在の問題点や今後の防災計画について説明を受け，受講生
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からも質問が出された仮設住宅を訪問した。田老地区の仮設住宅は高台にあるグリーンピア田老の敷

地に設けられており，震災直後に避難所となっていた屋内運動施設，仮設店舗の「たろちゃんハウス」

も見学できた。当地の仮設住宅は，可能な限り旧来の近所付き合いを破断しないように世帯配置が工

夫されており，仮設コミュニティで孤独死が相次いだ阪神・淡路大震災の際の反省点3）が大幅に改善

されていることを理解できた。

田老地区内で昼食の後，さらに鈴木・岩脇両氏の自家用車のお世話になり，山田町・大槌町を経由

して釜石市の鵜住居地区に至った。釜石は前章で触れた論考の一部にもあるように，児童生徒の適切

な避難行動が「釜石の奇跡」として広く知られるようになったが，他方で多くの人は知らない「釜石

の悲劇」も経験している。その現場が鵜住居地区である。当地区では，平時の避難訓練の避難先が低

地にある防災センターであったため，大津波警報の際に危険度が高いにもかかわらず，多くの避難者

がこの施設に殺到し，そこが津波に襲われた。避難訓練の在り方，防災施設の場所や名称の適切さな

ど，「釜石の悲劇」は防災教育に大きな教訓を残した。

時間的な制約から釜石市の中心市街地は車窓観察とし，この日の宿泊地である大船渡も通過して，岩

手県内で最大の被害を受けた陸前高田市を訪問した。鈴木氏も震災後初めての訪問とのことであった

が，田老の惨状を熟知する同氏が言葉を失くすほど陸前高田市の中心市街地は徹底的に津波で破壊さ

れていた。避難を促しつつ庁舎に残った職員が多く犠牲になった陸前高田市役所も，慰霊行事を終え

て解体工事に着手したばかりであった。この土地のように平野部が広く展開する場合，津波警報が出

てから山や高台へ避難することは不可能に近いため，強靭な構造を持つ避難ビルの計画的配置などが

強く求められる。学校施設も当然ながらその例外ではない。陸前高田市を現地検証の後，三陸自動車

道（無料供用区間）を経由して，鈴木・岩脇両氏に大船渡市の宿舎まで送っていただき，ここで両氏

と別れた。

最終日の 15 日は主に公共交通機関を利用した。大船渡から気仙沼までが路線バス，気仙沼から柳津

までが JR 気仙沼線代替バス（BRT），柳津から石巻市立大川小学校跡と石巻市中心市街地を経由して

仙台市内までは，予約していたジャンボタクシーを利用した。この日は小雨の降る悪天候であったが，

BRT のバス専用道路を体験し，甚大な被害を受けた南三陸町の中心市街地も車窓からではあったが観

察できた。大川小学校の跡地では，われわれが京都から持参した学用品を供えて焼香し，津波の犠牲

となった児童と教職員の冥福を祈った。学部や大学院における地理学関係の授業において宗教色は排

するべきであるが，ここは教育に携わる者として，これから携わろうとする者として，学校で犠牲に

なった命を一同で悼んだ。

大川小学校の場合は，先述した鵜住居地区の防災センターと同様，災害時の避難場所に指定されて

いたことが悲劇を招いたといえる。河口部から数キロの距離があるとはいえ，ひとたび津波が来襲す

れば，小学校の位置は海側からみて攻撃斜面側にあたる。結果論になるが，自然地理学的な素養があ

れば，この場所は津波警報が発令された場合に極めて危険な場所であることを理解できる。小学校の

校庭横にはすぐに駆け上がれる山がある。避難者が殺到した混乱と判断ミスが悔やまれる。児童生徒

は体力的には中高年の教職員よりも身軽に行動できるケースが大半である。彼らがいち早く避難でき

るよう，避難場所や避難路の整備，迅速な行動を個人として判断できる平時の訓練が望まれる。

大川小学校を後にして，石巻市内の仮設住宅地を車窓から観察し，仙台市青葉区にあるパーソナル

サポートセンターを訪ねた。ここで企画調査に携わり，仮設住宅で暮らす人びとの支援を続けている

菅野 拓氏（大阪市立大学大学院生，地理学）を訪ね，同センターの業務を説明していただくためであ
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る。ここでは，仮設住宅といっても実際はプレハブ構造のものよりも空室の借上げの方が遥かに多い

こと，優先して支援すべき人びとの属性，支援をする場合の留意点など，短時間ではあったが多くの

知見を得て活発な質疑を展開できた。

日暮れが早い季節ゆえ外は薄暗くなっており，われわれはジャンボタクシーで 2 日前の朝に集合し

た JR 仙台駅に移動し，忘れ得ぬ貴重な経験を携えて解散した。

4．「振り返り学習」（事後学習），われわれがなすべきこと─むすびに代えて─

最後のステップにあたる「振り返り学習」では，現地で献身的なお世話をいただいた鈴木・岩脇の

両氏への礼状を受講生各自に書かせ，担当者（香川）からも受講生各自と連絡を密に取りながら事後

教育の徹底を図った。現地からは丁寧な礼状を多く受け取った旨の連絡が入り，受講生の「振り返り

学習」は概ね成功したと判断できる。

筆者に寄せられた受講生の感想は，それをそのまま記すと冗長にみえることが懸念されるのでここ

では避ける。ただ，そこでは異口同音に，被災地を体験してメディアでは知り得ない実情が分かった

こと，地理学的な視点を防災教育に活かしていく大切さが学べたこと，悲しむべき事態から逞しく立

ち上がる被災地の人びとから希望や勇気をもらえたこと，教壇に立った時に必ずこの授業の経験を活

用して児童生徒を守ることが熱く語られた。とりわけ注目すべきは，今回の受講生 8 名のうち，地理

学を専門分野としない者が 7 名を占めた4）にも関わらず，ハザードマップにおける危険地域と現実の

被災地域の符合に全員が驚愕し，教育現場における地図活用の大切さを改めて実感できたことである。

平時が長らく続くと災害の記憶は自ずと薄くなる。しかし，われわれは阪神・淡路大震災に続けて

東日本大震災から，安全な社会の創造に向けてなすべきことを多く学んだ。それを忘れそうになった

とき，本稿の第 2 章で整理した論考の要約を読み返せば，必ず身が引き締まるはずである。こうした

反省を怠らない教員を少しでも多く輩出するために，自然環境と人文環境の両方に向き合える地理学

が果たすべき役割は，今後益々その重要性を増すであろう。

付　記

本研究を進めるにあたっては，宮古市津軽石出張所所長の鈴木清次郎氏，宮古市田老総合事務所地

域振興課課長の中坪清見氏，同課主査の斎藤清志氏，大船渡市在住で元・岩手県高校教諭の岩脇 晶氏，

一般社団法人パーソナルサポートセンター企画調査室長の菅野 拓氏にひとかたならぬご支援を賜りま

した（職名は 2013 年 2 月 15 日現在のもの）。以上の皆さまに末筆ながら心より御礼申し上げ，現地検

証で学ばせていただいたことを永劫に教育現場で活用していくことを，受講学生ともども約束いたし

ます。また，本稿の表 2 に示した全ての論文要旨は，その作成を担当した受講生から掲載許可（一部

の表現整備を含め）を得ています。

本稿は地理学ベースの研究でありながら現地検証の行程を紙幅の制約により地図化していません。

われわれの行程を地図帳などでたどっていただけましたら幸いです。

なお，本研究の一部については，2013 年 2 月のタイ国における特別講演（チュラーロンコーン大学
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教育学部：2 月 20 日，アユタヤ地域総合大学：2 月 22 日）で発表しました，また，本稿の脱稿時点で，

その全貌を 2013 年度日本地理教育学会大会（佐賀大学：8 月 24 ～ 25 日）において一般研究発表すべ

く申し込みを済ませています。

注

1） これらの書籍の内容については，筆者による書評（香川 2012，2013）を参照。

2） 現地検証の際には間に合わなかったが，その後に入手した宮城県沿岸部を襲う大津波の映像（東北

放送 2012）は，津波が生じるメカニズムの解説も格納しているうえ，映像の安定性が高く，津波の

怖さを学ぶには好適な教材となり得る。

3） 阪神・淡路大震災の際は，平野部の密集市街地に居住していた高齢者世帯が六甲山系の北側にある

内陸部の仮設住宅群に離散居住することが多く，それが高齢者に多大なストレスを与えたことが，海

外でも D. Edgington（2010）によって報告されている。

4） 地理学を専門とする者は大学院学生のうち 1 名のみで，残りの大学院学生の専門分野は，家庭科教

育 2 名と障害児教育 1 名である。また，非単位履修（＝同一科目を既習のため）1 名を含む学部学生

4 名の所属学科は全員が社会領域専攻であるが，その専門分野は，経済学１名，公共政策学 2 名，社

会科教育学 1 名である。
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